
P.7の「※当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

　月次レポート 基準日:2025年3月31日

運用スタイルに合わせて選べる3コース

独自の価値を持ち、
いつも時代に

必要とされる企業を厳選

株式市場が好調な時も、逆風の時も。資産を守り続けてきたファンドがあります。

変化の時代にできること。「株式投資」という選択。

投資機会を
逃さないための「現金」

※ 日興レジェンド・イーグル・ファンドの主要投資対象ファンド「ファースト・イーグル・グローバル・バリュー・マスター・ファンド（以下、マス
ター・ファンド）」では、 金ETF、金関連株式に投資します。（金現物は含まれません。）

不測の事態に
守りの「金※」

企業本来の価値に着目し、
十分に割安になった水準で

のみ投資します

突然の投資機会を逸する
ことのないよう、現金を

常に5-25％程度保有します

株式と動きが異なる金を
常に保有、安定感を

プラスします

資金動向および市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。
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資産成長コース（2009年9月11日設定）

毎月決算コース（2011年3月18日設定）

円ヘッジコース（2011年3月18日設定）

基準価額（税引前分配金再投資）の推移

（期間：各コースのそれぞれ設定日から上記基準日まで、日次）
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各コースの当月の月間騰落率

・基準価額（税引前分配金再投資）と騰落率は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。・基準価額は信託報酬控
除後です。・騰落率はファンドの騰落率であり、実際の投資家利回りと異なります。・マスター・ファンドの騰落率は、マスター・ファンドの代表
的なシェアクラスの騰落率です。また、騰落率の基準日は、日興レジェンド・イーグル・ファンドの基準日の1日前（土日除く）です。ただし、マ
スター・ファンドの休業日の関係で当該騰落率の基準日は変動する場合があります。

（米ドルベース）

販売用資料
月次レポート

追加型投信／内外／株式

日興レジェンド・イーグル・ファンド
（資産成長コース）／（円ヘッジコース）／（毎月決算コース）
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基準日:2025年3月31日

日興レジェンド・イーグル・ファンド（資産成長コース）

基準価額の推移 ファンド概況

0.00%

騰落率 分配金実績（1万口当たり、税引前）

決算日 分配金 決算日 分配金

6 2022年6月6日 0円 3 2023年12月5日 0円
5 2022年12月5日 0円 2 2024年6月5日 0円
4 2023年6月5日 0円 1 2024年12月5日 0円

2 設定来累計 4,170 円

（ご参考）　基準価額の変動要因

P.7の「※当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

※直近6期分の分配金実績です。
※騰落率は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。ファンドの騰落率であり、実際
の投資家利回りとは異なります。
※上記は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。
※米ドル/円の騰落率は、対顧客直物電信売買相場の仲値を用いて算出しております。

※分配金は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。
※運用状況によっては、分配金額が変わる場合、または分配金が支払われない場合があ
ります。

※基準価額（税引前分配金再投資）は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。基
準価額は信託報酬控除後です。費用については、P9の「ファンドの費用」をご覧下さい。
※上記は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。

基準価額 設定日
31,283円 2009年9月11日

決算日純資産総額
777.9億円

99.09%

※組入比率は、純資産総額に対する評価額比です。

原則として、
6月、12月の各5日

組入比率

ファースト・イーグル・グローバル・バリュー・
マスター・ファンド

ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用）

＜当月の基準価額の変動要因＞

期間 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 設定来

ファンド 0.83% 0.09% 4.73% 9.34% 44.63% 330.29%

＜ご参考＞

米ドル/円
-0.10% -5.47% 4.76% -1.25% 22.17% 63.18%
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＜当月の変動要因（コメント）＞

● 当月の基準価額変動におけるマスター・ファンド要因はプラス

の寄与となりました。内訳は金関連資産のプラス寄与度が相

対的に高くなりました。

● 当月の基準価額変動における為替要因はほぼ横ばいとなり

ました。

・ 基準価額は信託報酬控除後です。

・ その他要因は、信託報酬、その他の誤差を含みます。

・ 各要因の円未満は四捨五入している関係で、合計が一致しない場合があります。

・ 上記の変動要因は概算値であり、実際の基準価額の変動額を正確に説明する

・ ものではありません。傾向を把握するための参考値としてご覧ください。
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（億円）（円） 純資産総額（右軸）

基準価額（左軸）

基準価額（税引前分配金再投資）（左軸）

期間 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 設定来

比較基準日 2025/2/28 2024/12/30 2024/9/30 2024/3/29 2022/3/31 2009/9/11

比較基準日の基準価額 31,026 円 31,255 円 29,870 円 28,610 円 21,630 円 10,000 円

比較基準日から当月末まで

の基準価額の変動額
257 円 28 円 1,413 円 2,673 円 9,653 円 21,283 円

マスター・ファンド要因 323 円 1,891 円 235 円 3,467 円 6,108 円 19,228 円

為替要因 -33 円 -1,756 円 1,394 円 -366 円 4,712 円 9,475 円

分配金 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 -4,170 円

その他 -33 円 -107 円 -216 円 -429 円 -1,167 円 -3,249 円

販売用資料
月次レポート

追加型投信／内外／株式

日興レジェンド・イーグル・ファンド
（資産成長コース）／（円ヘッジコース）／（毎月決算コース）
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基準日:2025年3月31日

日興レジェンド・イーグル・ファンド（円ヘッジコース）

基準価額の推移 ファンド概況

0.02%

騰落率 分配金実績（1万口当たり、税引前）

決算日 分配金 決算日 分配金
6 2022年6月6日 0円 3 2023年12月5日 0円
5 2022年12月5日 0円 2 2024年6月5日 0円
4 2023年6月5日 0円 1 2024年12月5日 0円

設定来累計 1,780 円

（ご参考）　基準価額の変動要因

P.7の「※当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

基準価額 設定日
14,243円 2011年3月18日

純資産総額 決算日
23.1億円 原則として、

6月、12月の各5日
組入比率

ファースト・イーグル・グローバル・バリュー・
マスター・ファンド

99.93%

ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用）
※組入比率は、純資産総額に対する評価額比です。

※直近6期分の分配金実績です。

※分配金は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。
※運用状況によっては、分配金額が変わる場合、または分配金が支払われない場合があ
ります。

※

※騰落率は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。ファンドの騰落率であり、実際
の投資家利回りとは異なります。
※上記は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。

※基準価額（税引前分配金再投資）は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。基
準価額は信託報酬控除後です。費用については、P9の「ファンドの費用」をご覧下さい。
※上記は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。

期間 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 設定来

ファンド 0.61% 4.60% -2.31% 4.99% 1.14% 67.46%
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＜当月の基準価額の変動要因＞ ＜当月の変動要因（コメント）＞

● 当月の基準価額変動におけるマスター・ファンド要因はプラス

の寄与となりました。内訳は金関連資産のプラス寄与度が相

対的に高くなりました。

・ 基準価額は信託報酬控除後です。

・ その他要因は、信託報酬、為替ヘッジ取引によるコスト、その他の誤差を含みます。

・ 各要因の円未満は四捨五入している関係で、合計が一致しない場合があります。

・ 上記の変動要因は概算値であり、実際の基準価額の変動額を正確に説明する

・ ものではありません。傾向を把握するための参考値としてご覧ください。
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基準価額（左軸）

基準価額（税引前分配金再投資）（左軸）

期間 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 設定来

比較基準日 2025/2/28 2024/12/30 2024/9/30 2024/3/29 2022/3/31 2011/3/18

比較基準日の基準価額 14,157 円 13,617 円 14,580 円 13,566 円 14,082 円 10,000 円

比較基準日から当月末まで
の基準価額の変動額

86 円 626 円 -337 円 677 円 161 円 4,243 円

マスター・ファンド要因 148 円 824 円 89 円 1,569 円 2,465 円 11,212 円

分配金 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 -1,780 円

その他 -62 円 -198 円 -426 円 -892 円 -2,304 円 -5,189 円

販売用資料
月次レポート

追加型投信／内外／株式

日興レジェンド・イーグル・ファンド
（資産成長コース）／（円ヘッジコース）／（毎月決算コース）
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基準日:2025年3月31日

日興レジェンド・イーグル・ファンド（毎月決算コース）

基準価額の推移 ファンド概況

0.00%

騰落率 分配金実績（1万口当たり、税引前）

決算日 分配金 決算日 分配金
1 2024年10月7日 50円 4 2025年1月6日 50円
2 2024年11月5日 50円 5 2025年2月5日 50円
3 2024年12月5日 50円 6 2025年3月5日 50円

設定来累計 11,160 円

（ご参考）　基準価額の変動要因

P.7の「※当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

ファースト・イーグル・グローバル・バリュー・
マスター・ファンド

99.10%

※組入比率は、純資産総額に対する評価額比です。

ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用）

組入比率

764.9億円

基準価額 設定日
15,505円 2011年3月18日

純資産総額 決算日
原則として、

毎月5日

※基準価額（税引前分配金再投資）は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。基
準価額は信託報酬控除後です。費用については、P9の「ファンドの費用」をご覧下さい。
※上記は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。

※騰落率は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。ファンドの騰落率であり、実際
の投資家利回りとは異なります。
※上記は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。
※米ドル/円の騰落率は、対顧客直物電信売買相場の仲値を用いて算出しております。

※分配金は過去の実績であり、将来を示唆または保証するものではありません。
※運用状況によっては、分配金額が変わる場合、または分配金が支払われない場合があり
ます。

※直近6期分の分配金実績です。

期間 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 設定来

ファンド 0.81% 0.10% 4.72% 9.32% 44.17% 297.76%

＜ご参考＞

米ドル/円
-0.10% -5.47% 4.76% -1.25% 22.17% 83.80%
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＜当月の基準価額の変動要因＞ ＜当月の変動要因（コメント）＞

● 当月の基準価額変動におけるマスター・ファンド要因はプラス

の寄与となりました。内訳は金関連資産のプラス寄与度が相

対的に高くなりました。

● 当月の基準価額変動における為替要因はほぼ横ばいとなり

ました。

・ 基準価額は信託報酬控除後です。

・ その他要因は、信託報酬、その他の誤差を含みます。

・ 各要因の円未満は四捨五入している関係で、合計が一致しない場合があります。

・ 上記の変動要因は概算値であり、実際の基準価額の変動額を正確に説明する

・ ものではありません。傾向を把握するための参考値としてご覧ください。

＊マスター・ファンド要因は、毎月決算コースが投資するマスター・ファンドの

同コース用のシェアクラスの要因です。

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

2011/3 2014/9 2018/3 2021/9 2025/3

（億円）（円）
純資産総額（右軸）

基準価額（左軸）

基準価額（税引前分配金再投資）（左軸）

期間 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 設定来

比較基準日 2025/2/28 2024/12/30 2024/9/30 2024/3/29 2022/3/31 2011/3/18

比較基準日の基準価額 15,430 円 15,640 円 15,095 円 14,754 円 12,306 円 10,000 円

比較基準日から当月末まで

の基準価額の変動額
75 円 -135 円 410 円 751 円 3,199 円 5,505 円

マスター・ファンド要因
＊ 159 円 943 円 111 円 1,748 円 2,519 円 9,457 円

為替要因＊ -18 円 -876 円 708 円 -184 円 2,580 円 7,389 円

分配金
＊ -50 円 -150 円 -300 円 -600 円 -1,800 円 -11,160 円

その他
＊ -16 円 -52 円 -109 円 -213 円 -100 円 -181 円

販売用資料
月次レポート

追加型投信／内外／株式

日興レジェンド・イーグル・ファンド
（資産成長コース）／（円ヘッジコース）／（毎月決算コース）
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基準日:2025年3月31日

「ファースト・イーグル・グローバル・バリュー・マスター・ファンド」の運用状況

■ファンド価格の推移 ■米ドル/円（ご参考）

※為替レートは、対顧客電信売買相場の仲値です。

■騰落率（米ドルベース）

■資産別配分 ■通貨別配分

※比率は、金関連および現金（米ドル）を含みます。

※比率は、四捨五入の関係で合計が100％にならない場合があります。 ※比率は、四捨五入の関係で合計が100％にならない場合があります。

■組入上位10銘柄
※比率は、マスター・ファンドの純資産総額に対する評価金額の割合です。

P.7の「※当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

ファースト・イーグル・グローバル・バリュー・マスター・ファンド（以下、マスター・ファンド）の概況は、ファースト・イーグル・インベストメンツが作成・発行したデータによるもの
です。

組入銘柄数：125銘柄

金関連の内訳は、金ＥＴＦに11.2%、金関連株式に4.1%です。また債券の内訳は、
国債に0.0%です。

※比率は、マスター・ファンドの純資産総額に対する評価金額の割合です。 ※比率は、マスター・ファンドの純資産総額に対する評価金額の割合です。
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期間 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 運用開始来

マスター・

ファンド
1.04% 6.21% 0.62% 12.16% 23.11% 228.90%

米国株式

41.3%

欧州株式

20.5%

日本株式

6.6%

その他株式

11.8%

金関連 15.3%

債券 0.0%
現金・その他

4.4%

米ﾄﾞﾙ 64.3%
英ﾎﾟﾝﾄﾞ 7.7%

ﾕｰﾛ 6.6%

円 5.9%

ｶﾅﾀﾞﾄﾞﾙ 4.0% その他 11.5%

銘柄名 国名 組入比率 概要

1 金ETF 米国 11.16% NY上場の金ETF（金価格連動上場投信）。金現物取引価格との連動を目指す。

2 メタ・プラットフォームズ 米国 2.68%
ソーシャルネットワーク・ウェブサイトの運営会社。ユーザー間における情報等の共有や事業

の成長を支援するアプリケーションおよび技術を構築する。広告、仮想現実も手掛ける。

3 オラクル 米国 2.19%
米国カリフォルニア州に本拠を置く世界的なソフトウェア会社大手。データベース管理システム

の開発、販売を行う。

4 アルファベット 米国 1.98%
持株会社。子会社を通じ、ウェブベースの検索、広告、地図、ソフトウエア・アプリケーション、消

費者コンテンツ、業務用ソリューション、eコマース、ハードウエア製品等を提供する。

5 HCAヘルスケア 米国 1.91%
主に米国で病院、救急医療センター、診療所などの医療施設および関連する医療サービスを

運営・提供。英国でもいくつかの病院を運営している。

6 フィリップ・モリス・インターナショナル 米国 1.81%
世界最大級の米国のたばこ製造販売会社であり、世界的に事業を展開する。紙巻きたばこに

代わる製品の開発も行う。

7 エレバンス・ヘルス 米国 1.74%
米大手医療保険会社。提携するヘルスケアプランを通じて、生命保険や傷害保険、介護保険、

歯科、眼科などの医療保険・専門保険や、関連する商品・サービスを幅広く提供。

8 コムキャスト 米国 1.56%
ケーブルテレビ事業会社。ビデオ、高速インターネット、電話サービスも手掛ける。個人および

商工業顧客に、各種娯楽番組、情報・通信サービスを提供する。

9 ブリティッシュ・アメリカン・タバコ 英国 1.55%
創業から100年を超える、世界最大級の英国のたばこ製造販売会社。グループの子会社を通

じて世界的に事業を展開する。

10 シュルンベルジェ 米国 1.50%
石油探査・油田サービス業。テクノロジー、プロジェクト管理、情報ソリューションなどのサービ

スを提供。高度な探査および調査データ処理も手掛ける。

※ファンド価格の推移および騰落率は、マスター・ファンドの代表的なシェアクラスのも

のです。運用開始日は2009年9月14日（現地）です。

※ファンド価格の推移および騰落率は、マスター・ファンドの過去の実績であり、将来の

運用成果等を示唆または保証するものではありません。

※マスター・ファンドの騰落率の基準日は、日興レジェンド・イーグル・ファンドの基準日

の1日前（土日除く）です。ただし、マスター・ファンドの休業日の関係で当該騰落率の基

準日は変動する場合があります。

販売用資料
月次レポート

追加型投信／内外／株式

日興レジェンド・イーグル・ファンド
（資産成長コース）／（円ヘッジコース）／（毎月決算コース）
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基準日:2025年3月31日

ファースト・イーグル・グローバル・バリュー・マスター・ファンドのファンド・マネージャーコメント

P.7の「※当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

【市場動向】
　当月の世界株式市場は下落しました。米国市場は、月前半は米関税政策の動向をめぐり景気後退懸念が広がっ
たことから弱含みました。その後、FOMC（米連邦公開市場委員会）で年2回の利下げ見通しが据え置かれたことや量
的引き締め政策の減速等が好感され、やや持ち直しました。しかし、月末にかけてはトランプ米大統領による自動車
メーカーへの関税導入発表が嫌気されたことなどから下落基調となり当月を終えました。欧州市場は、前半は欧州で
の防衛費増額の見方から防衛関連銘柄を中心に上昇する場面もみられましたが、米関税政策の動向に左右される
展開となりました。月半ばにはロシア・ウクライナ和平交渉への期待や中国の景気回復期待等によりやや回復しまし
たが、月末にかけては米国株式市場の下落の影響等を受け弱含みました。日本株式市場は下落しました。月初は、
米国による関税に猶予措置が取られたことが好感され株式市場は上昇しました。しかし、その後は米国市場の下落
や日銀による追加利上げ観測が根強いことなどから上値の重い展開となりました。月後半には、米国による輸入車
への追加関税の発表により自動車セクターを中心に下落に転じると、軟調な地合いのまま月末を迎えました。その他
の地域では、アジア・太平洋市場ではオーストラリア、中国、韓国は下落しましたが、香港は上昇しました。新興国市
場ではインド、ブラジルは上昇しましたが、ベトナムは横ばいとなりました。

　3月の米ドル／円相場は横ばいとなりました。米国の長期国債利回りも横ばいとなり、商品市場では金価格は上昇
しました。

【運用状況】
　ファースト・イーグル・グローバル・バリュー・マスター・ファンドは上昇（米ドルベース）しました。株式はわずかにマイ
ナスに寄与し、国・地域別では米国のマイナス寄与が相対的に高くなりました。金関連資産はプラスに寄与しました。
当月のファンドのパフォーマンスにプラスに寄与した保有銘柄は、金ETF、エレバンス・ヘルス、三菱電機、MS&ADイ
ンシュアランスグループホールディングス、BAEシステムズなどでした。一方、マイナスの寄与となった保有銘柄は、メ
タ・プラットフォームズ、オラクル、アルファベット、フィナンシエール・リシュモン、カミンズなどでした。

【今後の運用方針】
　主要中央銀行の政策やインフレおよび経済動向に加えて、地政学的リスク、トランプ政権による政策の方向性等が
懸念材料として挙げられます。私たちは下方リスクに対するヘッジポジションとしての金関連資産の保有を含め、引き
続き規律ある慎重な運用を心掛けます。
　私たちは、最も深刻な投資のリスクは投資元本の永続的な毀損であり、そのリスクの主たる源泉は割高な証券へ
の投資であると考えます。私たちは、予期せぬ事態が生じても、回復不可能な損失を回避できるよう、十分に割安な
水準で投資することを重視し、個別銘柄の株価が私たちの考える本源的価値を十分に下回る場合にのみ、投資しま
す。十分に割安と判断できる投資機会が限られる局面では、無理に投資せずに現金等を保持します。現金等は個別
銘柄単位で十分に割安と判断できる投資機会を特定した段階で、投資資金に充当するものと位置付けています。ま
た、予期せぬリスクに対するヘッジ手段、および中長期的に資産の実質的価値の維持を目指す手段として、金関連
資産を一定比率保有し続ける方針です。
　私たちは引き続き、短期的な市場動向や市場予測に頼るのではなく、ボトムアップによる銘柄選択を通じて競争力
を持続できるような質の高い事業や希少な資産を有すると考えられる企業に分散投資することで、米ドルベースで相
場環境にかかわらずプラスのリターンを追求し、投資信託財産の長期的な成長を目指した運用を継続する方針で
す。

販売用資料
月次レポート

追加型投信／内外／株式

日興レジェンド・イーグル・ファンド
（資産成長コース）／（円ヘッジコース）／（毎月決算コース）
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ファンドの目的

ファンドは、投資信託証券への投資を通じて中長期的な投資信託財産の成長をはかることを目標として運用を行います。

ファンドの特色

1

●

●

2

●

●

●

●

※当資料では、「ドル」とは米ドルのことを指します。

3
●

投資リスク

＜お申込みの際には、必ず投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。＞

※当資料のお取扱いについてのご注意

ファンドは、特定の株価指数にとらわれない運用を行うため、ベンチマークを設定しておりません。

米国有数の独立系運用会社ファースト イーグル インベストメント マネジメント社（以下、ファースト・イーグル・インベストメン
ツ）が運用する「ファースト・イーグル・グローバル・バリュー・マスター・ファンド（以下、マスター・ファンド）」へ、主に投資しま
す。

主としてケイマン籍の外国投資信託「マスター・ファンド」の受益証券と国内籍の投資信託「CAマネープールファンド（適格機関投資家専
用）」の受益証券に投資します。世界の株式等への実質的な投資は「マスター･ファンド」を通じて行います。

「マスター・ファンド」の運用は、ファースト・イーグル・インベストメンツのグローバル・バリュー・チームが行います。また、「CAマネープール
ファンド（適格機関投資家専用）」の運用はアムンディ・ジャパン株式会社が行います。

主に割安と判断される世界の株式等に実質的に投資し、ドルベース※で相場環境にかかわらずプラスのリターンを追求する
ことで投資信託財産の長期的な成長を目指します。

世界各国(エマージング地域にも投資することがあります。)の株式を対象として、ボトムアップ方式により個別銘柄の調査を行い、PBR等の
伝統的なバリュエーション分析のほか、フリーキャッシュフロー等、様々な分析を加え、財務内容を徹底的に分析します。

分析の結果、十分に割安で魅力的であると判断した銘柄でポートフォリオを構築します。

◆資金動向、市況動向等の急変により上記の運用が困難となった場合、上記と異なる運用を行う場合があります。◆

各ファンドは、投資信託証券への投資を通じて、主として世界各国の株式など値動きのある有価証券（外貨建資産には為
替変動リスクがあります。）に実質的に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証されている
ものではありません。ファンドの基準価額の下落により、損失を被り投資元本を割り込むことがあります。ファンドの運用に
よる損益はすべて投資者に帰属します。なお、投資信託は預貯金とは異なります。
基準価額の変動要因としては、価格変動リスク、金利変動リスク、信用リスク、流動性リスク、為替変動リスク、カントリー
リスク等が挙げられます。なお、基準価額の変動要因（投資リスク）は、これらに限定されるものではありません。また、そ
の他の留意点として、ファンドの繰上償還、流動性リスクに関する留意事項等があります。詳しくは、投資信託説明書（交
付目論見書）の「投資リスク」をご覧ください。

■当資料は、法定目論見書の補足資料としてアムンディ・ジャパン株式会社が作成した販売用資料であり、法令等に基づく開示資
料ではありません。■当ファンドの購入のお申込みにあたっては、販売会社より投資信託説明書（交付目論見書）をあらかじめま
たは同時にお渡しいたしますので、お受取りの上、内容は投資信託説明書（交付目論見書）で必ずご確認ください。なお、投資に
関する最終決定は、ご自身でご判断ください。■当資料は、弊社が信頼する情報に基づき作成しておりますが、情報の正確性につ
いて弊社が保証するものではありません。また、記載されている内容は、予告なしに変更される場合があります。■当資料に記載
されている事項につきましては、作成時点または過去の実績を示したものであり、将来の成果を保証するものではありません。ま
た、運用成果は実際の投資家利回りとは異なります。■投資信託は、元本および分配金が保証されている商品ではありません。
■投資信託は値動きのある証券等に投資します。組入れた証券等の値下がり、それらの発行者の信用状況の悪化等の影響によ
る基準価額の下落により損失を被ることがあります。したがって、これら運用により投資信託に生じた利益および損失は、すべて投
資者の皆様に帰属いたします。■投資信託は預金、保険ではなく、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象では
ありません。また、登録金融機関を通じて購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の保護の対象とはなりません。■投資信
託のお申込みに関しては、クーリングオフの適用はありません。

「マスター・ファンド」において、ドルベースでのパフォーマンスを向上させるために、ドル以外の他通貨売り/ドル買いの為替取引（ドルベー
スでの為替ヘッジ）を行うことがあります。

「資産成長コース」、「円ヘッジコース」、「毎月決算コース」それぞれの間で無手数料でスイッチングが可能です。

スイッチングの際には、換金時と同様に税金がかかりますのでご注意ください。

販売用資料
月次レポート

追加型投信／内外／株式

日興レジェンド・イーグル・ファンド
（資産成長コース）／（円ヘッジコース）／（毎月決算コース）
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　収益分配金に関する留意事項

P.7の「※当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

販売用資料
月次レポート

追加型投信／内外／株式

日興レジェンド・イーグル・ファンド
（資産成長コース）／（円ヘッジコース）／（毎月決算コース）
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投資者が直接的に負担する費用

投資者が投資信託財産で間接的に負担する費用

P.7の「※当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

換金価額 換金申込受付日の翌営業日の基準価額とします。

換金代金

購入価額 購入申込受付日の翌営業日の基準価額とします。

購入代金 販売会社が定める日までにお支払いください。

換金単位 販売会社が定める単位とします。詳しくは販売会社にお問合せください。

原則として、換金申込受付日から起算して、6営業日目からお支払いします。

購入換金申込
受付不可日

ニューヨークもしくはケイマンの銀行休業日またはニューヨーク証券取引所の休場日の場合はスイッチングを含め、受付けませ
ん。

申込締切時間 詳しくは販売会社にお問合せください。

換金制限

お申込みメモ

資産成長コース 円ヘッジコース 毎月決算コース

購入単位 販売会社が定める単位とします。詳しくは販売会社にお問合せください。

換金の申込総額が多額な場合、投資信託財産の効率的な運用が妨げられると委託会社が合理的に判断する場合、諸事情によ
り金融商品市場等が閉鎖された場合等一定の場合に換金の制限がかかる場合があります。

購入・換金申込受付
の中止および取消し

委託会社は、金融商品市場における取引の停止、決済機能の停止、その他やむを得ない事情があるときは、購入・換金の申込
受付を中止すること、および既に受付けた購入・換金の申込受付を取消すことができます。

信託期間
原則として、無期限とします。
（設定日：2009年9月11日）

原則として、無期限とします。
（設定日：2011年3月18日）

決算日
年2回決算、原則毎年6月、12月の各5日＊です。 年12回決算、原則毎月5日＊です。

＊当該日が日本の休業日の場合は翌営業日とします。

信託財産留保額 ありません。

収益分配
原則として年2回の決算時に収益分配方針に基づいて分配を行います。

原則として年12回の決算時に収益分配
方針に基づいて分配を行います。

「分配金再投資コース」は税引後無手数料で再投資されます。

課税関係

課税上は、株式投資信託として取扱われます。
公募株式投資信託は税法上、一定の要件を満たした場合にNISA（少額投資非課税制度）の適用対象となります。資産成長コー
スおよび円ヘッジコースは、NISAの「成長投資枠（特定非課税管理勘定）」の対象ですが、販売会社により取扱いが異なる場合が
あります。詳しくは販売会社にお問合せください。毎月決算コースは、NISAの対象ではありません。
配当控除および益金不算入制度は適用されません。

スイッチング
資産成長コース、円ヘッジコースおよび毎月決算コースそれぞれの間で無手数料でスイッチングが可能です。スイッチングの際に
は、換金時と同様に税金がかかりますのでご注意ください。詳しくは販売会社にお問合せください。

ファンドの費用

購入時手数料
購入申込受付日の翌営業日の基準価額に、販売会社が独自に定める料率を乗じて得た金額とします。有価証券届出書作成日
現在の料率上限は3.3％（税抜3.0％）です。

ファンドに関する
照会先

アムンディ・ジャパン株式会社
お客様サポートライン ： 050-4561-2500
受付は委託会社の営業日の午前9時から午後5時まで
ホームページアドレス ： https://www.amundi.co.jp/

運用管理費用
（信託報酬）

各コースの純資産総額に対し年率1.232％（税抜1.120％）をそれぞれ乗じて得た金額とします。
各コースが投資する投資信託証券の有価証券届出書作成日現在の運用報酬の上限額は、各投資信託証券の運用資産の純資
産総額に対し、それぞれ年率0.8％および0.385％を乗じて得た金額となります。したがって、当該運用報酬を考慮した場合の各
コースの実質的な負担の上限は、年率2.032％（=1.232％＋0.8％）となります。ただし、「ファースト・イーグル・グローバル・バ
リュー・マスター・ファンド」の運用報酬の最低金額は25万ドルとなっているため、純資産総額によっては年率2.032％を上回ること
があります。実際の信託報酬の合計額は投資信託証券の組入状況、運用状況によって変動します。

その他の費用・
手数料

その他の費用・手数料として下記の費用等が投資者の負担となり、ファンドから支払われます。
・有価証券売買時の売買委託手数料および組入資産の保管費用などの諸費用
・信託事務の処理等に要する諸費用（監査費用、目論見書・運用報告書等の印刷費用、有価証券届出書関連費用等を含みます。）
・投資信託財産に関する租税　等
※その他の費用・手数料の合計額は、運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を表示することはできません。

委託会社、
その他の関係法人

委託会社 ： アムンディ・ジャパン株式会社
委託会社 ： 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）　第350号
委託会社 ： 加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、日本証券業協会
委託会社 ： 加入協会：一般社団法人第二種金融商品取引業協会
受託会社 ： 野村信託銀行株式会社
販売会社 ： 販売会社については巻末をご参照ください。

◆ファンドの費用の合計額については保有期間等に応じて異なりますので、表示することはできません。
◆ファンドの費用については、有価証券届出書作成日現在の情報であり、今後変更される場合があります。

販売用資料
月次レポート

追加型投信／内外／株式

日興レジェンド・イーグル・ファンド
（資産成長コース）／（円ヘッジコース）／（毎月決算コース）
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　販売会社一覧（業態別・五十音順）

P.7の「※当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。

日本証券業協会
一般社団法人
投資信託協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

株式会社三井住友銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第54号 ○ ○ ○

アイザワ証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第3283号 ○ ○ ○

あかつき証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第67号 ○ ○ ○

今村証券株式会社 金融商品取引業者 北陸財務局長（金商）第3号 ○ ○

SMBC日興証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2251号 ○ ○ ○ ○

株式会社SBI証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○

金融商品取引業者等 登録番号

加入協会

販売用資料
月次レポート

追加型投信／内外／株式

日興レジェンド・イーグル・ファンド
（資産成長コース）／（円ヘッジコース）／（毎月決算コース）
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